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地域から日本を変えるために、
徳永ゆきこさんの力が必要です。　

とくなが  ゆきこ

次世代に命をつなげる社会を
徳永ゆきこ徳永ゆきこ

ワクチン神話の崩壊？
　私は看護師・保健師をしています。公衆衛生の観点からワクチンは必
要なものであり、役所が中心になって勧めるべきものだと教育されてき
ました。皆さまも接種券が届いたら打つべきものと考えますよね。
　この４年間、こうして3回、4回、多い方で7回、8回とコロナのワクチン
を接種してきました。しかし最近、テレビやニュース、雑誌で、「ワクチン
は効果がなかったかもしれない」「ワクチンによる後遺症がひどく、学校
や会社に行けない、それどころか接種後に亡くなった方もいる」こんな
情報を見たり、聞いたり、身近で起こったりしたことがありませんか？
戦後最大の薬害になる可能性
　訪問看護の現場でもワクチン接種後に体調が変化したり持病が悪化
するケースが散見されます。2024年８月時点で、予防接種後副反応疑
い報告による医療機関からの報告者総数は37,555件、重篤症例は
9,325件、2025年3月31日時点での死亡症例は2,295件となって
います。（健康被害救済制度 死亡認定者数1,035人）
世界の状況は？
　コロナのワクチンは2024年の秋から定期接種となり、母子手帳にも
子どものワクチンとして導入されました。一方でアメリカでは日本の厚労

省トップにあたる米国保健福祉長官ロバート・ケネディJr．氏が妊婦や
子どもへのコロナワクチンの接種を推奨しないことや、今後の開発資金
を止める方向で動いています。この４年のワクチンの検証がきちんとな
されないまま、世界で唯一日本だけが定期接種を続けています。何かお
かしいと思いませんか？
この課題に一緒に向き合いませんか？
　コロナワクチンの問題を考えると、①テレビやマスコミなどの情報の
問題　②行政の仕組みの問題　③科学とお金の問題
　この３点に行き着きます。これらは全て政治が関係しています。これか
らも感染症との戦いは続きます。同じことが起こらないよう、次世代、次
々世代の子ども達の為にも「今」この課題に一緒に向き合いませんか？

皆さま、こんにちは！ 昨年１０月の衆議院議員選挙ではお世話になりました。普段は訪問看護師として働いています。
皆さまと同じ、働く一母親として、子ども達に少しでも良い未来を残したい、そんな想いで日々活動しています。

私「徳永ゆきこ」を通して、参政党を通して、ぜひ政治に参加してください。
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